



























































をみても，居住年数に関して 30 年以上が 45％程度と多いものの，10～29 年が約 25％，9 年未満が
約 30％と，居住年数が長くない方も多い．居住年数が 9 年未満においても，親からの独立に伴い新た
に居を構えた 30 歳代が多い一方，子供と同居の為に転居されてきた 70 歳代以上の方もいる． 
 アンケート調査から世帯の人数をみると，30 歳代，40 歳代は，4 名世帯のファミリー層が最も多
くなっている．50 歳代以上では，子供の独立もあり 2 名の世帯が最も多い．60 歳代，70 歳代と年齢



































をみても，居住年数に関して 30 年以上が 45％程度と多いものの，10～29 年が約 25％，9 年未満が
約 30％と，居住年数が長くない方も多い．居住年数が 9 年未満においても，親からの独立に伴い新た
に居を構えた 30 歳代が多い一方，子供と同居の為に転居されてきた 70 歳代以上の方もいる． 
 アンケート調査から世帯の人数をみると，30 歳代，40 歳代は，4 名世帯のファミリー層が最も多
くなっている．50 歳代以上では，子供の独立もあり 2 名の世帯が最も多い．60 歳代，70 歳代と年齢






















































全体（N=548) 18.8 14.0 9.9 13.0 36.1 7.1 13.1 14.6 12.1
男性計（N=231) 18.2 12.1 13.0 13.0 34.2 8.2 12.1 16.0 9.5
男性30-40歳代 42.3 17.3 19.2 11.5 28.8 1.9 11.5 5.8 3.8
男性50-60歳代 16.4 9.8 13.1 11.5 23.0 13.1 9.8 18.0 14.8
男性70歳代以上 8.0 11.6 9.8 13.4 43.8 7.1 13.4 20.5 9.8
女性計（N=317) 19.2 15.5 7.6 12.9 37.5 6.3 13.9 13.6 13.9
女性30-40歳代 32.9 13.7 11.0 17.8 31.5 1.4 9.6 9.6 15.1
女性50-60歳代 28.6 14.3 7.1 20.0 10.0 10.0 8.6 15.7 24.3

























全体（N=555) 18.6 13.9 9.9 13.0 36.4 7.2 13.0 14.4 12.1
男性計（N=234) 17.9 11.9 12.8 12.8 34.6 8.5 12.0 15.8 9.4
男性30-40歳代 22.1 14.1 11.4 8.7 43.6 4.0 12.8 13.4 6.7
男性50-60歳代 0.0 4.7 18.6 20.9 16.3 25.6 14.0 30.2 16.3
男性70歳代以上 0.0 0.0 0.0 42.9 0.0 14.3 14.3 14.3 28.6
女性計（N=321) 19.0 15.2 7.8 13.1 37.7 6.2 13.7 13.4 14.0
女性30-40歳代 14.8 19.4 8.2 9.2 45.4 3.1 14.8 15.3 11.7
女性50-60歳代 15.2 4.3 10.9 17.4 21.7 21.7 19.6 15.2 21.7







































































全体（N=548) 18.8 14.0 9.9 13.0 36.1 7.1 13.1 14.6 12.1
男性計（N=231) 18.2 12.1 13.0 13.0 34.2 8.2 12.1 16.0 9.5
男性30-40歳代 42.3 17.3 19.2 11.5 28.8 1.9 11.5 5.8 3.8
男性50-60歳代 16.4 9.8 13.1 11.5 23.0 13.1 9.8 18.0 14.8
男性70歳代以上 8.0 11.6 9.8 13.4 43.8 7.1 13.4 20.5 9.8
女性計（N=317) 19.2 15.5 7.6 12.9 37.5 6.3 13.9 13.6 13.9
女性30-40歳代 32.9 13.7 11.0 17.8 31.5 1.4 9.6 9.6 15.1
女性50-60歳代 28.6 14.3 7.1 20.0 10.0 10.0 8.6 15.7 24.3

























全体（N=555) 18.6 13.9 9.9 13.0 36.4 7.2 13.0 14.4 12.1
男性計（N=234) 17.9 11.9 12.8 12.8 34.6 8.5 12.0 15.8 9.4
男性30-40歳代 22.1 14.1 11.4 8.7 43.6 4.0 12.8 13.4 6.7
男性50-60歳代 0.0 4.7 18.6 20.9 16.3 25.6 14.0 30.2 16.3
男性70歳代以上 0.0 0.0 0.0 42.9 0.0 14.3 14.3 14.3 28.6
女性計（N=321) 19.0 15.2 7.8 13.1 37.7 6.2 13.7 13.4 14.0
女性30-40歳代 14.8 19.4 8.2 9.2 45.4 3.1 14.8 15.3 11.7
女性50-60歳代 15.2 4.3 10.9 17.4 21.7 21.7 19.6 15.2 21.7



















































全体（N=572) 35.5 25.2 21.5 4.0 9.1 1.0 3.7 0.0
男性計（N=243) 36.2 24.3 19.8 5.3 10.3 0.8 3.3 0.0
男性30-40歳代 47.4 15.8 15.8 5.3 10.5 0.0 5.3 0.0
男性50-60歳代 41.3 17.5 27.0 1.6 7.9 3.2 1.6 0.0
男性70歳代以上 28.7 33.0 16.5 7.0 11.3 0.0 3.5 0.0
女性計（N=329) 35.0 25.8 22.8 3.0 8.2 1.2 4.0 0.0
女性30-40歳代 37.5 15.3 23.6 2.8 11.1 0.0 9.7 0.0
女性50-60歳代 43.2 13.5 24.3 4.1 10.8 2.7 1.4 0.0
















全体（N=546) 17.6 22.2 10.8 12.3 11.0 17.4 7.5 1.3
男性計（N=231) 15.6 22.9 9.5 15.2 9.5 19.0 6.9 1.3
男性30-40歳代 40.0 16.4 10.9 9.1 7.3 10.9 3.6 1.8
男性50-60歳代 11.5 32.8 11.5 11.5 9.8 16.4 6.6 0.0
男性70歳代以上 4.6 21.1 5.5 21.1 11.0 25.7 9.2 1.8
女性計（N=315) 19.0 21.6 11.7 10.2 12.1 16.2 7.9 1.3
女性30-40歳代 45.1 11.3 9.9 9.9 11.3 5.6 5.6 1.4
女性50-60歳代 19.1 26.5 17.6 4.4 10.3 14.7 5.9 1.5


































 初めて就職した際の年齢に関して，年齢層別にみると，男性の 70 歳代以上では，「10 歳代」38.9％，
「20 歳代」59.3％と，「10 歳代」：「20 歳代」がほぼ 4：６となっている．男性の 50-60 歳代でも，「10
歳代」：「20 歳代」がほぼ 4：６となっている．他方，男性の 30-40 歳代では，「10 歳代」30.9％，「20
歳代」69.1％ ，「10 歳代」：「20 歳代」がほぼ 3：7 と，大学への進学率上昇を反映して「20 歳代」
の割合が高まっている．女性 年齢層別では，70 歳代以上，50-60 歳代では，「10 歳代」：「20 歳代」：




全体（N=558) 81.0 5.2 13.8
男性計（N=238) 80.7 5.9 13.4
男性30-40歳代 68.3 5.0 26.7
男性50-60歳代 75.4 8.2 16.4
男性70歳代以上 89.8 4.6 5.6
女性計（N=320) 81.3 4.7 14.1
女性30-40歳代 73.0 4.1 23.0
女性50-60歳代 77.8 6.9 15.3
女性70歳代以上 90.1 3.1 6.8
表６　 性別×転居時の年齢別にみた「今後の居住継続の意向」
　　　　　　　　（％）
全体（N=565) 81.1 5.1 13.8
男性計（N=242) 80.6 5.8 13.6
男性30-40歳代 82.6 4.7 12.8
男性50-60歳代 82.5 10.0 7.5
男性70歳代以上 75.0 0.0 25.0
女性計（N=323) 81.4 4.6 13.9
女性30-40歳代 86.2 2.6 11.1
女性50-60歳代 82.2 8.9 8.9




















では，70 歳代以上 86.1％，50-60 歳代 91.8％ 対し，30-40 歳代 83.3％と，30-40 歳代がやや低い．
30-40 歳代では，「パート・アルバイト」7.4％の回答が多くなっている．女性の「正規従業員」では，
70 歳代以上 70.3％，50-60 歳代 78.6％，30-40 歳代 82.9％と，「正規従業員」の割合が段々と高くな
っている．「正規従業員」以外の雇用形態としては，女性 70 歳代以上では，「契約・嘱託」7.8％，「自
営業」3.9％などが多い．女性 30-40 歳代では，「契約・嘱託」5.7％，「パート・アルバイト」4.3％，





 上述のように，男女とも多くが，「10 歳代」「20 歳代」にて初めての職に就いているが，その後の
職歴のなかで転職をする方も出てくる．回答者の総数は，初めて就職した際が 495 件に対し，転職（そ
の１）では 218 件，転職（その２（現在））では 165 件と減少してきている．転職（その１），転職（そ
の２（現在））に回答していない方は，初めて就職した先に継続的に働いていることも考えられる． 
第１回目に転職した際の年齢としては，全体でみると「20 歳代」52.3％，「30 歳代」22.0％が多く
なっている．男性の 70 歳代以上では，「20 歳代」36.4％が最も多く，30 歳代以降は低くなっている
が，「60 歳代」22.7％で再び多くなっている．「60 歳代」は定年に伴う再就職や退職も多いと考えら
れる．男性 50-60 歳では，「30 歳代」45.8％で転職が多く，男性 30-40 歳では，「20 歳代」66.7％で
転職が多く，年齢層毎に第１回目の転職が多い年代に違いがみられる． 
 女性を年齢層別にみると，女性 70 歳代以上では「20 歳代」47.7％が最も多く，「30 歳代」25.0％
表７　 性別×年齢別にみた「主な職歴（始めて就職した際の年齢）」
　　　　　　　　（％）
10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
全体（N=495) 40.2 56.6 1.8 1.2 0.2 0.0 0.0
男性計（N=229) 36.7 62.0 0.9 0.4 0.0 0.0 0.0
男性30-40歳代 30.9 69.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性50-60歳代 37.9 60.3 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0
男性70歳代以上 38.9 59.3 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0
女性計（N=266) 43.3 51.9 2.6 1.9 0.4 0.0 0.0
女性30-40歳代 25.0 69.1 2.9 2.9 0.0 0.0 0.0
女性50-60歳代 49.3 44.8 0.0 4.5 1.5 0.0 0.0
女性70歳代以上 51.6 44.3 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0
表８　 性別×年齢別にみた「主な職歴（始めて就職した際の雇用形態）」
　　　　　　　　（％）
正規従業員 自由業 自営業 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲ
ﾄ
契約・嘱託 主婦・無職 その他
全体（N=508) 80.5 1.0 1.8 0.8 3.3 4.9 3.3 4.3
男性計（N=231) 87.0 1.3 0.9 0.4 2.6 3.5 0.0 4.3
男性30-40歳代 83.3 0.0 1.9 1.9 7.4 3.7 0.0 1.9
男性50-60歳代 91.8 0.0 0.0 0.0 0.0 6.6 0.0 1.6
男性70歳代以上 86.1 2.8 0.9 0.0 1.9 1.9 0.0 6.5
女性計（N=277) 75.1 0.7 2.5 1.1 4.0 6.1 6.1 4.4
女性30-40歳代 82.9 1.4 0.0 2.9 4.3 5.7 2.9 0.0
女性50-60歳代 78.6 0.0 2.9 0.0 7.1 2.9 4.3 4.3























が続いている．女性 50-60 歳では「20 歳代」44.1％が最も多く，「30 歳代」29.4％が続いており，女
性 70 歳代以上と同様の傾向にある．他方，女性 30-40 歳では「20 歳代」83.7％と，男性 30-40 歳と
同様に「20 歳代」における転職がかなり高くなっている． 
 次に，第２回目の主な転職（或いは現在）した際の年齢をについて，全体では「30 歳代」23.6％「20
歳代」20.0％が多くなっている．男性の年齢別にみると，男性の 70 歳代以上では，「70 歳代」50.0％，
「60 歳代」45.0％が多く，また，男性の 50-60 歳代では，「60 歳代」37.0％，「50 歳代」29.6％が多








10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
全体（N=218) 3.2 52.3 22.0 10.6 6.0 6.0 0.0
男性計（N=93) 5.4 40.9 25.8 8.6 6.5 12.9 0.0
男性30-40歳代 4.2 66.7 29.2 0.0 0.0 0.0 0.0
男性50-60歳代 12.5 25.0 45.8 4.2 4.2 8.3 0.0
男性70歳代以上 0.0 36.4 13.6 15.9 11.4 22.7 0.0
女性計（N=125) 1.6 60.8 19.2 12.0 5.6 0.8 0.0
女性30-40歳代 0.0 83.7 7.0 9.3 0.0 0.0 0.0
女性50-60歳代 0.0 44.1 29.4 17.6 8.8 0.0 0.0
女性70歳代以上 4.5 47.7 25.0 11.4 9.1 2.3 0.0
表１０　 性別×年齢別にみた「主な職歴（転職（その２（現在））した際の年齢）」
　　　　　　　　（％）
10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
全体（N=165) 2.4 20.0 23.6 11.5 11.5 19.4 11.5
男性計（N=78) 3.8 20.5 19.2 9.0 10.3 24.4 12.8
男性30-40歳代 3.3 40.0 40.0 16.7 0.0 0.0 0.0
男性50-60歳代 3.7 11.1 11.1 7.4 29.6 37.0 0.0
男性70歳代以上 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 45.0 50.0
女性計（N=87) 1.1 19.5 27.6 13.8 12.6 14.9 10.3
女性30-40歳代 0.0 25.0 55.6 19.4 0.0 0.0 0.0
女性50-60歳代 0.0 11.1 7.4 11.1 37.0 33.3 0.0
女性70歳代以上 0.0 10.0 10.0 10.0 5.0 20.0 45.0
表１１　 性別×年齢別にみた「転居時の年齢」
　　　　　　　　（％）
10歳代以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
全体（N=601) 5.0 15.3 41.1 20.3 7.2 7.3 3.9
男性計（N=256) 5.8 12.1 38.7 24.6 8.6 7.4 2.8
男性30-40歳代 8.2 19.7 47.5 24.6 0.0 0.0 0.0
男性50-60歳代 8.8 14.7 26.5 25.0 16.2 8.8 0.0
男性70歳代以上 0.0 3.4 44.1 26.3 9.3 11.0 5.9
女性計（N=345) 4.3 17.7 42.9 17.1 6.1 7.2 4.7
女性30-40歳代 9.0 24.4 60.3 6.4 0.0 0.0 0.0
女性50-60歳代 3.9 20.8 24.7 23.4 16.9 10.4 0.0

































































 女性の年齢層別をみると，女性の 70 歳代以上では，「主婦・無職」77.8％と高く，主婦の方や既に














正規従業員 自由業 自営業 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲ
ﾄ
契約・嘱託 主婦・無職 その他
全体（N=238) 54.6 1.3 4.2 3.8 14.7 11.8 8.8 0.8
男性計（N=104) 76.0 1.9 5.8 0.0 3.8 11.5 0.0 1.0
男性30-40歳代 88.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.0 0.0 0.0
男性50-60歳代 75.9 0.0 6.9 0.0 10.3 6.9 0.0 0.0
男性70歳代以上 71.4 4.1 8.2 0.0 2.0 14.3 0.0 0.0
女性計（N=134) 38.1 0.7 3.0 6.7 23.1 11.9 15.7 0.7
女性30-40歳代 25.0 2.3 0.0 11.4 34.1 15.9 11.4 0.0
女性50-60歳代 33.3 0.0 5.6 5.6 27.8 11.1 13.9 2.8
女性70歳代以上 54.0 0.0 4.0 2.0 12.0 8.0 20.0 0.0
表１３　 性別×年齢別にみた「主な職歴（転職（その２（現在））した際の雇用形態）」
　　　　　　　　（％）
正規従業員 自由業 自営業 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲ
ﾄ
契約・嘱託 主婦・無職 その他
全体（N=165) 31.3 0.5 5.6 1.0 14.1 3.5 41.4 2.5
男性計（N=165) 56.0 1.2 8.3 0.0 4.8 2.4 26.2 1.2
男性30-40歳代 83.9 0.0 9.7 0.0 0.0 6.5 0.0 0.0
男性50-60歳代 55.2 3.4 10.3 0.0 6.9 0.0 24.1 0.0
男性70歳代以上 21.7 0.0 4.3 0.0 8.7 0.0 65.2 0.0
女性計（N=165) 13.2 0.0 3.5 1.8 21.1 4.4 52.6 3.5
女性30-40歳代 23.7 0.0 0.0 5.3 36.8 7.9 26.3 0.0
女性50-60歳代 11.4 0.0 2.9 0.0 20.0 2.9 60.0 2.9













































事務職 販売職 サービス職 保安職 生産・運輸・建
設従事者
その他
全体（N=497) 5.2 30.4 34.6 9.1 9.1 1.0 5.6 5.0
男性計（N=235) 9.4 37.9 19.1 8.9 9.4 1.7 8.5 5.1
男性30-40歳代 5.6 35.2 7.4 14.8 20.4 1.9 9.3 5.6
男性50-60歳代 11.5 34.4 23.0 6.6 6.6 1.6 13.1 3.3
男性70歳代以上 10.7 40.2 23.2 7.1 6.3 1.8 5.4 5.4
女性計（N=262) 1.5 23.7 48.5 9.2 8.8 0.4 3.1 5.0
女性30-40歳代 2.9 18.8 43.5 10.1 17.4 0.0 2.9 4.3
女性50-60歳代 1.5 17.6 60.3 10.3 4.4 0.0 0.0 5.9





事務職 販売職 サービス職 保安職 生産・運輸・建
設従事者
その他
全体（N=212) 9.0 25.9 24.1 13.7 15.6 1.4 7.6 5.0
男性計（N=102) 17.6 27.5 10.8 13.7 15.7 2.0 10.8 5.1
男性30-40歳代 0.0 24.0 8.0 24.0 32.0 0.0 12.0 5.6
男性50-60歳代 17.9 28.6 0.0 14.3 14.3 0.0 21.4 3.3
男性70歳代以上 27.1 29.2 18.8 8.3 8.3 4.2 4.2 5.4
女性計（N=110) 0.9 24.5 36.4 13.6 15.5 0.9 4.5 5.0
女性30-40歳代 0.0 18.4 39.5 13.2 21.1 0.0 5.3 4.3
女性50-60歳代 3.2 19.4 35.5 19.4 16.1 0.0 0.0 5.9





事務職 販売職 サービス職 保安職 生産・運輸・建
設従事者
その他
全体（N=113) 11.5 24.8 16.8 8.0 20.4 4.4 7.1 7.1
男性計（N=62) 19.4 29.0 4.8 9.7 14.5 6.5 11.3 4.8
男性30-40歳代 9.7 41.9 3.2 12.9 9.7 9.7 12.9 0.0
男性50-60歳代 22.7 18.2 9.1 4.5 22.7 4.5 13.6 4.5
男性70歳代以上 50.0 12.5 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5
女性計（N=51) 2.0 19.6 31.4 5.9 27.5 2.0 2.0 9.8
女性30-40歳代 0.0 14.3 32.1 7.1 32.1 3.6 3.6 7.1
女性50-60歳代 7.7 15.4 38.5 7.7 30.8 0.0 0.0 0.0












満足である ＋ 非常に不満足」2.9％と，他の年齢層より満足度が高めになっている．男性の 50-60
歳代では「満足している ＋ 非常に満足」41.0％に対し，「不満足である ＋ 非常に不満足」11.5％と，
他の年齢層より満足度が低い．男性の 30-40 歳代では「非常に満足」が 14.0％と他の年齢層より高く
なっている．女性の年齢層別では，年齢層が高くなるほど「満足である ＋ 非常に満足」が高い． 
 次に，住み心地の変化をみると，「住みやすくなった ＋ 非常に」22.1％，「以前と変わらない」63.4％，
「住みにくくなった ＋ 非常に」14.4％と，住みやすくなったの方がやや多く，明舞団地再活性化へ
の取り組み効果があらわれている． 
 年齢層別にみると，男性の 50-60 歳代では，「住みやすくなった ＋ 非常に」17.2％より，「住みに
くくなった ＋ 非常に」18.8％の方が高く，男性の 30-40 歳代では，「住み くくなった ＋ 非常に」
が 8.2％と他の年代層に比べ低くなっている．これらの傾向は，上述の現状の生活の満足度と同様で
ある．女性の 70 歳代以上では，「住みやすくなった ＋ 非常に」が 24.7％と他の年代層より高い一方，
「住みにくくなった ＋ 非常に」も 16.3％と他の年代層より高くなっている．女性の 50-60 歳代では，

















全体（N=528) 7.4 47.3 39.4 4.4 1.5 54.7 5.9
男性計（N=228) 7.9 44.7 41.2 3.9 2.2 52.6 6.1
男性30-40歳代 14.0 35.1 43.9 3.5 3.5 49.1 7.0
男性50-60歳代 4.9 36.1 47.5 8.2 3.3 41.0 11.5
男性70歳代以上 6.9 56.9 33.3 2.0 1.0 63.7 2.9
女性計（N=300) 7.0 49.3 38.0 4.7 1.0 56.3 5.7
女性30-40歳代 9.6 35.6 46.6 8.2 0.0 45.2 8.2
女性50-60歳代 2.8 52.8 34.7 6.9 2.8 55.6 9.7

















全体（N=569) 2.8 19.3 63.4 12.3 2.1 22.1 14.4
男性計（N=243) 3.3 16.9 66.3 12.8 0.8 20.2 13.6
男性30-40歳代 1.6 21.3 68.9 6.6 1.6 23.0 8.2
男性50-60歳代 3.1 14.1 64.1 18.8 0.0 17.2 18.8
男性70歳代以上 4.6 15.6 66.1 12.8 0.9 20.2 13.8
女性計（N=326) 2.5 21.2 61.3 12.0 3.1 23.7 15.1
女性30-40歳代 0.0 22.7 64.0 9.3 4.0 22.7 13.3
女性50-60歳代 5.6 15.3 65.3 11.1 2.8 20.8 13.9
女性70歳代以上 1.8 22.9 59.0 13.3 3.0 24.7 16.3
日常生活 関』に関しては，「あ





































































全体（N=508) 15.6 45.9 28.7 7.7 2.2 12.7 37.1 36.1 8.8 5.3
男性計（N=218) 17.4 45.0 29.4 6.4 1.8 9.0 33.6 41.2 10.9 5.2
男性30-40歳代 5.3 40.4 43.9 8.8 1.8 5.1 28.8 50.8 10.2 5.1
男性50-60歳代 14.0 49.1 26.3 7.0 3.5 3.6 25.5 40.0 18.2 12.7
男性70歳代以上 27.4 45.3 21.1 5.3 1.1 13.5 42.7 36.0 6.7 1.1
女性計（N=290) 14.1 46.6 28.3 8.6 2.4 15.4 39.5 32.4 7.4 5.4
女性30-40歳代 3.9 42.9 41.6 9.1 2.6 6.5 40.3 40.3 7.8 5.2
女性50-60歳代 13.0 37.7 31.9 13.0 4.3 15.7 35.7 31.4 10.0 7.1




























全体（N=455) 5.8 26.3 45.0 14.9 7.9 4.2 16.9 51.6 17.4 9.9
男性計（N=195) 5.7 25.4 45.0 16.3 7.7 4.1 14.9 52.3 17.4 11.3
男性30-40歳代 1.7 15.3 59.3 15.3 8.5 3.4 8.5 61.0 16.9 10.2
男性50-60歳代 0.0 28.1 42.1 22.8 7.0 0.0 9.1 56.4 20.0 14.5
男性70歳代以上 11.8 30.6 37.6 11.8 8.2 6.8 24.7 42.5 16.4 9.6
女性計（N=260) 5.9 27.1 45.1 13.9 8.1 4.2 18.5 51.2 17.3 8.8
女性30-40歳代 1.3 15.6 59.7 14.3 9.1 1.3 8.0 64.0 17.3 9.3
女性50-60歳代 3.0 28.4 41.8 22.4 4.5 3.1 14.1 54.7 20.3 7.8
女性70歳代以上 11.2 37.1 33.6 9.5 8.6 7.4 30.6 37.0 17.6 7.4
５．暮らしの安定・満足にお
以上のように明舞団地 間の経過のなかで転
入してきた方，近年の再 代の方々が暮らして
いる．明舞団地に転居 のなかで，雇用の継続性を確保・
19　性別×年齢別にみた「日常生活で困った際に、相談や頼りにする先として」
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強化する意向も重要な要因となっている．近年転居してきた30－40歳代は，仕事面でも正規雇用者の
場合が多い．
今後，オールドニュータウンの再生を進めていくなかでは，こうした雇用面に果たす役割も重要な
視点になる．明舞団地の場合，30－40歳代の転入者は明舞団地の近隣で育った方が多いが，結婚や独
立に伴い新たな転居先を選ぶ際，近隣地域のなかで明舞団地が選択されるには，会社への通勤のしや
すさ，共働き世帯における子育てのしやすさなど「雇用者の視点」も大切な選択要素となる．このた
め，会社への通勤のしやすさに関しては，明舞団地から鉄道の駅までのアクセスのよさがＰＲポイン
トにもなる．バス路線を利用しやすい状態に保つことが必要であり，ＪＲに限らず複数の鉄道網との
アクセスの充実，深夜の営業時間も含めた帰りの時間帯の充実などもあげられる．自動車通勤の利便
性確保として，パーク & ライドの整備などもあげられる．他方，共働き世帯における子育てのしや
すさに関しては，安心できる保育サービスの確保と共に，小学校進学後の学童サービス・見守りなど，
地域全体で子育てを支援する環境づくりなどがあげられる．
また，定年・退職を迎える時期である50-60歳代の年齢層に関しては，別の観点からの方策も必要
となる．定年・退職を迎えることは，労働の機会が減少するともいえる．労働には，収入を得るだけ
でなく，社会への参加を通じ，生き甲斐や満足をもたらす効果もある．このため50-60歳代は，定年・
退職に伴う労働の機会減少が，生活の満足度低下につながっている面もある．定年・退職を機会に，
明舞団地に転入した方もいるが，生活面の安定だけでは，暮らしの満足度は改善が難しい．このため，
居住者自身が，都心部など明舞団地の域外で新たな雇用機会を見つけ，雇用を継続することも大切で
ある．こうした一度定年・退職した方が，新たな雇用機会を見つけることへの相談や支援に関する情
報提供を強化すること大切となろう．
他方，明舞団地内にも，子育て世代からの生活面の需要，70歳代以上の世代の生活や福祉に関する
需要など，様々な要望が多数存在する．こうした域内の需要は，ボランティア等をベースとした支え
合いにとどまらず，コミュニティビジネスといった事業性を有した活動の誘因にもなる．もっとも，
アンケート結果にみられるように，地域の自治会やＮＰＯ・ボランティア団体等が，地域の生活や福
祉に関する需要を必ずしも十分受けきれいない面もみられる．そこで，定年・退職に伴い活動範囲が
狭まっている50-60歳代が，新たな活動場所を見つける機会として，地域内の生活や福祉に関する需
要への対応も大きな要素としてあげられる．
明舞団地の域外で新たな職場を探す支援は，基本的には失業者に雇用の場の提供を目指す方策であ
る．就業状態の内訳をみると，「就業者」と「完全失業者」とからなる労働力人口，及び「非労働力人口」の，
大きくは３つの状態に分けられるが，伝統的な雇用対策は「就業者」と「失業者」との間のフローを
対象とした政策である．他方，社会的な需要への対応していく取組みは，「非労働力」状態から，働
く意思を有する「就業者」と「失業者」との間のフローへの参加を促す対策である．こうした「非労
働力」状態の方に所得機会を創出する方策として，加藤（2015）は，社会的企業やＮＰＯ（非営利活
動組織），コミュニティビジネスといった新たな社会調整の仕組みを骨格とする「地域中間労働市場」
を示している．中間労働市場とは，英国において長期失業者が paidwork を含めた職業訓練などを受
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けるなかで通常の労働市場への復帰を促す仕組みとして発達してきたものである．「地域中間労働市
場」は，英国の中間労働市場のように，通常の労働市場に対して，もうひとつの（alternative）「働き方」
を組み込んだ社会的経済領域における労働市場である．労働により収入を得るだけでなく，社会への
参加を通じ，生き甲斐や満足を感じることも可能である．その意味で，「地域中間労働市場」への参加は，
もうひとつの経路を通じて社会との交流やつながりを確保する手がかりとなる．
ＥＵでは社会との交流やつながりが乏しい状態を社会的排除と表し，社会的排除の状態にある人々
や集団の数を減らしていく取組みがなされている．その際，福祉給付よりも雇用を通じた社会参加・
包含を基礎とする政策が採られている．その流れのなかで，社会的に孤立・排除された人々が集まる
特定地域の問題解決に関してはコミュニティベースの経済開発（ＣＥＤ，以下同様）という地域政策
が展開されてきた（H. アームストロング他，2005）．ＣＥＤは，異なるタイプの多様な政策の組み合
わせで定義づけが難しいが，小規模なコミュニティをベースとした地域内の需要への対応を目的とし
て，地域の人々の間の人間関係の構築（キャパシティビルディング）から拠点となる組織・施設の整
備へと長期的な視点からの取組みを行うといった特徴がある．このＣＥＤ政策は，上述の地域中間労
働市場に求められる機能と重なるところが多く，地域活力の維持，地域住民間のつながり再形成への
取り組みに参考となる．
明舞団地においても，長期的な視野に立ち「地域中間労働市場」を整備していくことが重要となる．
「地域中間労働市場」の整備に向けては，地域の人々の間の人間関係の構築（キャパシティビルディ
ング）から拠点となる組織・施設の整備へとつながるよう，ワークショップ等を通じた地域のプラッ
トホームとなる場の育成，コミュニティビジネスも含め起業促進，地域の需要に即した事業や人材の
誘致・招聘などがあげられる．特に，50-60歳代を「地域中間労働市場」に誘導することが重要となる．
アンケート結果をみると，50-60歳代の方々は明舞団地内の地域活動への認識が低調にとどまってい
る．50-60歳代の「地域中間労働市場」への参加が広がれば，30-40歳代子育て世代からの生活面の需
要 ,70歳代以上の世代の生活や福祉の需要に対応することが可能となる．こうした50-60歳代の地域内
の活動が増すことは，自身の生活の満足度向上にもつながる．更に，「地域中間労働市場」が熟成し
てくれば次の世代が入ってくる環境が整うこととなり，50-60歳代自身の介護などが必要になった場
合に同世代間の助け合いができようし，次の世代からの支援を受けやすくなる．
地域住民の高齢化，住宅・施設の老朽化が進むオールドニュータウンの再生に向けては，高齢者に
対する福祉面の拡充といった地域住民の暮らしの側面や，住宅・関連施設の建替え・改善など建築の
側面が主体となっている．ただ，ニュータウンの再生が進む中で，ニュータウンの住民の特性も徐々
に多様化していくことから，各ニュータウンの再生においては，地域住民の特性やその変化を把握し，
地域の特徴を踏まえたうえで，働きやすい環境の整備や「地域中間労働市場」の整備といった雇用面
から工夫を加えていことも，地域の活力維持・向上に寄与しよう．
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〔注〕
「ニュータウン活性化に向けた，生活圏とコミュニティ調査」に関するアンケート調査の実施概要
・実施時期：2014年２月（戸建住宅・ＵＲ住宅）及び2015年２月（県営住宅）
・調査対象地区：明石市松が丘　神戸市垂水区狩口台，南多聞台
・調査手法：世帯毎に個別に配布し，後日，回答者（世帯の代表者）が特定回収拠点（ラボ等，回収係が待機）
に持参
・配布数：1,600世帯（各世帯に２部配布：3,200部）
・有効回収数：479世帯（回収率29.9％，回答者数677人）
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